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研究進捗状況報告書の概要研究進捗状況報告書の概要研究進捗状況報告書の概要研究進捗状況報告書の概要 

 

１ 研究プロジェクト 

学校法人名 東 洋 大 学 大学名 東 洋 大 学 

研究プロジェクト名 
社会的逆境後の精神的回復・成長をもたらす個人的および社会的資

源 

研究観点 研究拠点を形成する研究 

 

２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 

本プロジェクトは、犯罪被害、被災、死別、病気、離別、経済的困窮など社会と強く

関わる個人の経験を広く「社会的逆境」として捉え、こうした問題に対処しようとす

る人々の精神的回復・成長に焦点をあわせる。具体的には 1)精神的回復・成長をも

たらす要因となる個人的・社会的資源の解明、2)それらの資源間の力動的相互関係の

検討、3)個人や社会のウェル・ビーイングにつながるプロセスの解明、という3点を課

題として研究・実践を行う。その意義は、ネガティブな状態からの回復に焦点をあて

てきた従来の研究に対し、回復を越えた成長を人間の「強み」ととらえ、その育成に

つながる資源について、単なる心理主義に陥らず家族やコミュニティなどの社会的資

源を重視し、新たな観点から成長のプロセスを解明することにある。そのために散在

する知見を集約し、比較文化的な視野も含め広く社会に成果を還元できる包括的な研

究拠点の形成を目的とする。 

 

 

 

３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

 

 本プロジェクトでは、平成 25 年度の活動開始以来、１）社会的逆境に関する大規模

調査を実施することで逆境に対する心理的対処の種類ごとの様相を明らかにし、今後

の研究の基礎的資料を得たこと、２）この調査の一部を韓国においても実施し、比較

文化的な視点から分析をおこなったこと、３）若手研究者の養成を目的として、共同

シンポジウムやセミナーを日韓両国で開催し、その成果が国際学会等で発表される予

定であること、 ４）生態学的妥当性を高める経験サンプリングや脳機能の測定に関

して、機器の導入や技術的問題に関する理解を深めて今後の研究に役立てる体制が構

築されつつあること、 ５）社会心理学や社会福祉学に関連する諸領域の研究者との

交流を深め、比較文化的、歴史的な分析を行う視点を得たこと、６）新規の研究員を

新たに迎えて社会的逆境の種類をカルト被害に拡げ、海外より専門家を招いて被害防

止の社会的資源について検討し、これと並行して高校生を対象に調査を実施したこと、

などの点で現時点までに十分な成果をあげており、研究拠点の形成、および社会的逆

境からの回復を促進する資源のモデル化という最終目標に向かう体制が整いつつあ

る。 
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研究研究研究研究進捗状況報告書進捗状況報告書進捗状況報告書進捗状況報告書    

 

１ 学校法人名   東 洋 大 学         ２ 大学名    東 洋 大 学       

 

３ 研究組織名  東洋大学 21 世紀ヒューマン・インタラクション・リサーチ・センター            

 

４ プロジェクト所在地  東洋大学白山キャンパス（〒112-8606 東京都文京区白山 5-28-20）     

 

５ 研究プロジェクト名 社会的逆境後の精神的回復・成長をもたらす個人的および社会的資源 

 

６ 研究観点   研究拠点を形成する研究                                      

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

安 藤 清 志 社会学部  教 授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  23 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

安藤清志 

東 洋 大 学

社 会 学 部

教授 

総括・社会的逆境からの回

復・成長に関する質的研究 

個別事例による回復･

成長資源の抽出 

大島 尚 

東 洋 大 学

社 会 学 部

教授 

社会的逆境からの回復・成

長過程に関する認知的変容

の分析 

回復・成長モデルにお

ける認知的資源の検討 

堀毛一也 

東 洋 大 学

社 会 学 部

教授 

社会的逆境からの回復・成

長に関連する強みとウェル・

ビーイングの結びつきの検

討 

回復・成長モデルに基

づく強みとウェル・ビー

イングの関連の検討 

久保ゆかり 

東 洋 大 学

社 会 学 部

教授 

社会的逆境からの回復・成

長過程に関する発達的変容

の分析 

回復・成長モデルにお

ける発達的資源の検討 

戸梶亜紀彦 

東 洋 大 学

社 会 学 部

教授 

社会的逆境からの回復・成

長過程に関する感情的変容

の分析 

回復・成長モデルにお

ける感情的資源の検討 

西野理子 

東 洋 大 学

社 会 学 部

教授 

社会的逆境からの回復・成

長過程に関する家族資源の

分析 

回復・成長モデルにお

ける家族資源の検討 
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山本須美子 

東 洋 大 学

社 会 学 部

教授 

社会的逆境からの回復・成

長過程に関する社会病理的

資源の分析 

回復・成長モデルにお

ける社会病理的資源の

検討 

須田木綿子 

東 洋 大 学

社 会 学 部

教授 

社会的逆境からの回復・成

長過程に関する社会経済的

資源の分析 

回復・成長モデルにお

ける社会経済的資源の

検討 

加藤 司 

東 洋 大 学

社 会 学 部

准教授 

社会的逆境からの回復・成

長に関するストレス要因の

分析 

個別事例による回復・

成長資源の抽出 

水野剛也 

東 洋 大 学

社 会 学 部

准教授 

社会的逆境からの回復・成

長過程につながる育成メデ

ィアの検討 

回復・成長モデルに基

づく育成メディア構築の

検討 

小澤康司 

立正大学・

心理学部・

教授 

震災被害者の回復・成長に

関する質的研究 

個別事例による回復･

成長資源の抽出 

西田公昭 

立正大学・

心理学部・

教授 

カルト脱会者の回復・成長

に関する質的研究 

個別事例による回復･

成長資源の抽出 

松井 豊 

筑波大学・

人 間 総 合

科 学 研 究

科・教授 

震災援助者の回復・成長に

関する質的研究 

個別事例による回復･

成長資源の抽出 

大坊郁夫 

東 京未来

大学・モチ

ベーション

学部・教授 

社会的逆境からの回復・成

長に関連する強み育成技法

の検討 

回復・成長モデルに基

づく強み育成技法の検

討 

角山 剛 

東 京未来

大学・モチ

ベーション

学部・教授 

社会的逆境からの回復・成

長過程に関する職場資源の

分析 

回復・成長モデルにお

ける職場資源の検討 

福岡欣治 

川崎医療

福祉大学・

医療福祉ﾏ

ﾈｼﾞﾒﾝﾄ学

部准教授 

社会的逆境からの回復・成

長過程に関するソーシャル・

サポートの分析 

回復・成長モデルにお

けるソーシャル・サポー

ト資源の検討 

谷口尚子 

東京工業

大学・社会

理工学研

究科・准教

授 

社会的逆境からの回復・成

長の促進につながる政治制

度の検討 

回復・成長モデルに基

づく政策提言の検討 

桐生正幸 
東洋大学

社会学部

社会的逆境からの回復・成

長過程に関する社会病理的

回復・成長モデルにお

ける社会病理的資源の
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教授 資源の分析 検討 

尾崎由佳 

東 洋 大 学

社 会 学 部

准教授 

社会的逆境からの回復・成

長過程に関する個人的強み

の分析 

回復・成長モデルに基

づく個人的強みの検討 

鈴木規子 

東 洋 大 学

社 会 学 部

准教授 

社会的逆境からの回復・成

長の個別事例による回復・

成長資源の分析 

個別事例による回復・

成長資源の抽出 

松田英子 

東 洋 大 学

社 会 学 部

教授 

社会的逆境からの回復・成

長過程に関するパーソナリ

ティ要因の分析 

回復・成長モデルにお

けるパーソナリティ要因

の検討 

山田一成 

東 洋 大 学

社 会 学 部

教授 

社会的逆境からの回復・成

長過程に関する社会意識の

分析 

回復・成長モデルにお

ける社会意識の検討 

堀毛裕子 
東北学院

大学教授 

社会的逆境からの回復・成

長過程に関する強みとウェ

ルビーイングの分析 

回復・成長モデルに基

づく強みとウェル・ビー

イングの関連の検討 

（共同研究機関等） 

 
   

崔訓碩 
成均館大

学校教授 

悲嘆の表出に関する日韓比

較分析 

回復・成長モデルにお

ける文化的要因の検討 

李柱一 
翰林大 学

校教授 

ジャーナリストの惨事ストレ

スに関する日韓比較分析 

回復・成長モデルにお

ける文化的要因の検討 

黄昭淵 
江原大 学

教授 
近代日本文学作品に見られ

る社会的逆境の分析 

回復・成長モデルにお

ける文化的要因の検討 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

社会的逆境からの回

復・成長に関連する個

人的強みの検討 

東洋大学社会学

部教授 
黒沢 香 

回復・成長モデルに基

づく個人的強みの検討 

社会的逆境からの回

復・成長過程につなが

る育成メディアの検討 

東洋大学社会学

部准教授 
関谷直也 

回復・成長モデルに基

づく育成メディア構築の

検討 

（変更の時期：平成 26年 3月 31日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 退任   
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旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 26年 4 月 1日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

関西国際大学人間

科学部教授 
東洋大学社会学部教授 桐生正幸 

回復・成長モデルにお

ける社会病理的資源

の検討 

 

 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 26年 4 月 1日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

東洋大学社会学部

准教授 
東洋大学社会学部准教授 尾崎由佳 

回復・成長モデルに基

づく個人的強みの検

討 

 

 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

東洋大学社会学部

准教授 
東洋大学社会学部准教授 鈴木規子 

個別事例による回復・

成長資源の抽出 
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旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 27 年 7 月 1日） 

 

 

新 

変更前の所属・職

名 

変更（就任）後の所属・職

名 

研究者氏名 プロジェクトでの役割 

東洋大学社会学部

教授 
東洋大学社会学部教授 松田英子 

回復・成長モデルに

おけるパーソナリティ

要因の検討 

東洋大学社会学部

教授 
東洋大学社会学部教授 山田一成 

回復・成長モデルに

おける社会意識の検

討 

 

 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 27 年 8月 1日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

東北学院大学教授 東北学院大学教授 堀毛裕子 

回復・成長モデルに基

づく強みとウェル・ビー

イングの関連の検討 

 

 

 

 

 

１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 

本プロジェクトは、犯罪被害、被災、死別、病気、離別、経済的困窮など社会と強く

関わる個人の経験を広く「社会的逆境」として捉え、こうした問題に対処しようとする

人々の精神的回復・成長に焦点をあわせる。具体的には 1)精神的回復・成長をもたら

す要因となる個人的・社会的資源の解明、2)それらの資源間の力動的相互関係の検討、

3)個人や社会のウェル・ビーイングにつながるプロセスの解明、という3点を課題とし

て研究・実践を行う。その意義は、ネガティブな状態からの回復に焦点をあててきた従
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来の研究に対し、回復を越えた成長を人間の「強み」ととらえ、その育成につながる資

源について、単なる心理主義に陥らず家族やコミュニティなどの社会的資源を重視し、

新たな観点から成長のプロセスを解明することにある。そのために散在する知見を集約

し、比較文化的な視野も含め広く社会に成果を還元できる包括的な研究拠点の形成を目

的とする。 

 

 

（２）研究組織 

 

統括責任者であるセンター長が研究員４名（本学教員）を指名して運営委員会を構成し、

議長（センター長）が適宜招集する会議(メール会議を含む)における討議に基づいて研究活

動を管理している。研究に際しては、個人研究のほか、各課題を扱う小グループを構成

し、グループリーダーの指揮の下に実施している。グループリーダーは運営委員を兼任

し、プロジェクト全体の進行を考慮しながらグループの研究活動を調整する。グループ

の研究活動に伴う予算の申請、執行、研究報告に関しては、グループリーダーが責任を

負うことになる。また、研究員相互の学術的コミュニケーションを緊密に行うために、

適宜、メーリングリスト等を通じて各グループの研究成果について意見交換を行う。PD1

名および RA3名（うち 1名は韓国人留学生）には、以上の活動において一定の役割を担

わせ、研究活動のノウハウを身につけるように指導している。 

 各研究グループへは、学内に設置されたセンター事務室において、予算執行の事務手

続き、大型プリンタ等の機器利用などに関して、適宜、支援をしている。翰林大学応用

心理研究所、成均館大学大学院心理学専攻、東京未来大学モチベーション研究所、立正

大学心理学研究所との連携については、各研究所・専攻の代表と緊密な連絡をとりなが

ら、共同セミナーの開催や共同研究の実施等について決定する体制をとっている。 

 

（３）研究施設・設備等 

 

本プロジェクトは、東洋大学白山キャンパス２号館 20412 室のセンター事務室を中心に行わ

れている。事務室の面積は32㎡であり，使用者はプロジェクトに参加する23名のほかに，PD1

名，RA3 名，アルバイト 3 名の計 30 名である。センター事務室内には，プロジェクト遂行に必

要なパソコン、大型プリンタ，光イメージング脳機能測定装置等を設置、PD または RA を月曜

から土曜の 9 時から 18 時の間に常駐させている。これにより、センターの事務、小規模の会

議、資料等の作成を常時行えるようになっている。 

 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 

 

１．社会的逆境に関する大規模調査  プロジェクトが開始された平成 25 年度に

は、主要な活動として社会的逆境の実態を把握するための大規模な web調査を実施し

た。この調査では、10,000人を越える 20 代～60 代の男女を対象にして、さまざまな

種類の社会的逆境が及ぼす心理的影響や立ち直りの程度などが多角的に測定された。

得られたデータは、年齢・性別などさまざまな要因が立ち直りの様相に及ぼす影響に

ついて分析を進めてきた。平成 26 年度には、社会的逆境の種別（家庭内不和、介護

など）ごとの調査も追加的に実施して詳細な分析が行われ、現在に至るまで心理学関
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係の学会で逐次発表*1-6 をおこなってきた。現在、調査の全体的なまとめを行う準

備を進めている。この調査は、今後、回復を促進する介入研究の基礎的資料として利

用するものであり、この点でプロジェクトの目標達成に向けて順調に進んでいるとい

える。また、社会的逆境の心理的影響を測定するために頻繁に使用される尺度（GHQ12、

心理的ウェル・ビーイング尺度など）に関しても、本調査によって標準化の作業に相

当する基礎的資料を得たので、これらを今後の研究に活用できることになった。 

 

２．逆境調査の拡張  社会的逆境調査は日本人を対象として実施されたが、その

後、研究協力協定を結んでいる韓国翰林大学心理学研究所の協力を得て、韓国の中高

年の男女を対象として同様の調査を実施*7 した。その結果、調査対象者があげる社

会的逆境の種類が大きく異なることや利用される心理的・社会的資源に違いが認めら

れるなど、文化比較を行うことによって社会的逆境の影響を多面的に理解できること

が示唆された。結果は、来年度、韓国心理学会大会において発表の予定である。 

 

 ３．若手研究者の養成  本プロジェクトは、もともと若手研究者の育成を一つの

柱としているが、この点に関しては外部評価委員よりさらなる強化が必要であること

が指摘された。これを受けて、平成 26 年度には日本グループ・ダイナミックス学会

大会（東洋大学）において日韓若手研究者共同セミナー*8 を開催、本プロジェクト

に関わる東洋大学および成均館大学の大学院生が活発な議論をおこなった。その後、

この交流は社会的逆境経験者の悲嘆表出に関する日韓比較研究に発展し、これまで両

大学において３回の共同セミナー*9を実施した。こうした研究の成果は平成 28年度

7 月に開催される国際心理学会議(ICP2016)のテーマセッション*10において発表、議

論される予定である。 

 

 ４．方法論の検討  社会的逆境に対する心理的影響をとらえるには自己報告に基

づく尺度が使われることが多いが、その弱点を埋め合わせるために異なる方法による

測定が必要となる。本プロジェクトでは、新しく加わったメンバーの専門性をいかし

て二つの方法の使用を検討した。一つは脳機能の測定である。社会的逆境の影響を自

己評定法による変化と脳機能の変化を対応づけて検討することによって、回復のプロ

セスをより精緻に検討することが期待できる。本年度は「光イメージング脳機能測定

装置」を導入し、これまで装置使用の習熟度を高めるように努めた。もう一つ、検討

を試みてきたのは経験サンプリング法である。経験サンプリング法（経験抽出法）は、

日常生活を送っている調査対象者に対し、数日間にわたって１日数回、（定刻あるい

は無作為な時刻における測定を実施する調査手法であり、生態学的妥当性が確保でき

ると同時にスマートフォンを利用して比較的安価に実施できることもあり、近年注目

されている。本プロジェクトでは、とくにスマートフォンを利用した経験サンプリン

グ法を実施した場合のメリットとデメリットを詳細に検討しており、平成 28 年度以

降の研究における利用に備えている。 

 

５. 関連領域の研究者との研究交流  本プロジェクトのメンバーは社会心理学や

社会福祉学を専門とするが、社会的逆境後の回復・成長を総合的に理解するためには、

関連領域の研究者との研究交流が重要な意味をもつ。本センターはプロジェクトの当

初より、研究協力協定を締結している組織のメンバーと協力して国際的な比較研究を

実施したりシンポジウムを開催したりして、この面での充実をはかってきた。平成

25 年度には研究員４名と大学院生３名がカナダのブリティッシュコロンビア大学を
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訪問し、森田療法の世界的権威である石山一舟教授の関係者と共同セミナーを開催し

た。これがきっかけとなり、平成 26年度に日本グループ・ダイナミックス学会第 61

回大会（東洋大学）においてブリティッシュコロンビア大学の南昌廣氏を招き、講演

会「社会心理学と平和構築―大量虐殺後のルワンダにおける和解と癒しの試み」を開

催*11 し、社会的逆境の心理的・社会的資源に関して刺激的な交流をおこうことがで

きた。平成 28 年２月には、ストラスブール大学のシルマン教授とロウエル教授を招

きシンポジウム「分断から統合へ―ストラスブールとフクシマ」を開催*12、独仏へ

の帰属の変更が繰り返されたストラスブールの問題や各国国民の「ヨーロッパ」の知

覚に関して、歴史学、政治学、社会学の視点から話題提供をいただいた。これを受け

て日本側研究者が原発事故により避難生活を続ける人々の「分断」の現状とコミュニ

ティ「統合」への道筋について話題提供を行い、最後に両者の共通点と相違点を歴史

的、文化的、心理学的視点から検討した。さらに、平成 28 年３月には韓国江原大学

の黄昭淵教授を招き、高浜虚子の著作を通して日本人の朝鮮観および社会的逆境に対

する日本的心性について討論*13 をおこなった。以上の活動により、文化的、歴史的

な拡がりの中で社会的逆境の問題を扱う姿勢をメンバー間で共有できるようになっ

た。 

 

６．社会的逆境の種類拡張  本プロジェクトでは、これまでさまざまな種類の社

会的逆境を扱ってきたが、平成 26 年度より新たなメンバーが加わったことにより、

社会的逆境の一つであるカルト被害を扱うことが可能となった。近年、カルト的団体

が高校生にまで対象を広げて勧誘を行っており、その被害が深刻化している。こうし

た状況に鑑み、本センターでは平成 27 年度にはカルト被害者とその家族を支援する

フランスの団体“Union nationale des associations de défense des familles et de 

l'individu” (UNADFI)の代表 C.ピカール氏を招いて講演会を開催*14 し、カルト被

害を防ぐための社会的資源について情報交換をおこなった。さらに、高校生の被勧誘

状況を明らかにするための Web調査を実施し、今後の研究および実践の足がかりを作

った。この調査では、社会全体で勧誘に対する感受性を高めることの重要性が指摘さ

れている。 

 

  以上、全体的に見れば、中間時点において十分な成果をあげており、研究拠点の形

成、および社会的逆境からの回復を促進する資源のモデル化という最終目標に向かう

体制が整いつつある。 

 

＜特に優れた研究成果＞ 

 研究成果としての学術論文や学術書はまだ少ないが、プロジェクト全体の進行状況

からすると、プロジェクト終了の年までにそれらを生み出すための準備が整いつつあ

る。 とくに、社会的逆境の影響に関する大規模調査が既に実施されており、文化比

較も行われている。これが一つの柱となり書籍等の形に結実することが予想される。 

 ジャーナリストの役割について検討を加えていることも優れた点であると思われ

る。従来、ジャーナリストに関しては取材時のメディアスクラムのように否定的側面

が問題とされることが多かったが、一般社会と被害者・被災者を結ぶ役割を果たす報

道内容やジャーナリストの惨事ストレスを検討することは、本プロジェクトの中では

回復を促す社会的資源の問題を扱うことになる。最終的な目標である「社会的逆境か

らの回復のモデル」を構築する上で欠かせない側面であるといえる。 
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＜問題点とその克服方法＞ 

 

これまで、国内の２つの大学の研究所、海外（韓国）の２つの大学の研究所および

大学院研究科と協力協定を締結して研究の基盤作りをおこなってきた。将来の研究に

資するためのネットワークを形成しその中心に本センターを位置づけることが目的

であったが、こうしたネットワークを利用した個々の研究が拡散してしまう可能性が

ある。今後、本来のプロジェクトの目標から逸れないように、今後の活動においては

各研究グループ同士が十分な連携をとりながら、これまで構築したネットワークを意

味ある形で活用する予定である。 

 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）

＞ 

 

これまでの活動は拠点としての体制作りと、方法論の検討も含む基礎的な調査研究

を中心としていたため、とくに特定可能な副次的効果はない。 

 

＜今後の研究方針＞ 

これまで３年間にわたり、本センターのプロジェクトのさまざまな面に関連する海

外（韓国、カナダ、フランス、ドイツ）の研究者を招いて研究交流を行った。物理的

な研究拠点というよりも、本センターを中心とした人的ネットワークを構成するとい

う意味での「拠点」であるが、今後、こうしたネットワークを活用して、残された２

年間、プロジェクトの目標の達成に向けて研究を進める予定である。とくに、社会的

逆境の心理的・社会的資源に関するモデルを構築するという当初の目標を達成するた

めにも、可能な領域で介入研究を実施してモデルの検証を進める必要がある。また、

ジャーナリストの惨事ストレス研究に関しては、韓国の研究者との共同研究を軸に、

被災者、一般市民、ジャーナリストの相互関係を明らかにする方向に研究を展開させ

ることになる。当初の目的にあるように、異なる被災・被害状況にある人々の心理や

それを取り巻く社会との関わりを総合的に理解する視点を明確にして、プロジェクト

後半の研究活動を実行する予定である。社会的逆境の種類としては、引き続き航空機

事故、カルト、原発事故、テロ（地下鉄サリン事件）被害などを対象として短期的、

長期的な視点から研究を進めるとともに、その回復に至る基礎的な心理プロセスをさ

まざまな手法を使って明らかにする予定である。 

これまでの研究成果の発表に関しては、平成 28 年７月に横浜で開催される国際心

理学会議(ICP2016)の場を活用する予定である。具体的には、「自然災害におけるジャ

ーナリストの職務関連ストレス」というテーマの下、米国から E.Newman 教授、オー

ストラリアから Dart Center  Asia Pacific 代表の C.McMahon 氏を招いて本センタ

ー研究員数名とシンポジウムを実施する*15他、日韓の若手研究者が中心になって社

会的逆境をテーマにセッションを構成する予定である。 

今後、各グループによる実証的研究をさらに活発化すると同時に、研究の成果を国

内外の学会で発表したりシンポジウムを開催したりして、社会への還元を着実に行っ

ていく予定である。 

 

＜今後期待される研究成果＞ 
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 プロジェクトの活動開始から現在までは、社会的逆境に関する Web調査のように、

基礎的な資料を得ることを目的にした研究が中心であったが、今後は、４つの逆境領

域における回復・成長資源の時系列的比較と、ネットによる介入を通じた検証の試み

を実施すべく準備を進めている。 

 

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 

 自己評価は、年度末に実施される外部評価委員会に先立ち、通常行われる幹事会の

中で実施している。外部評価委員会においては予算執行状況および１年間の活動実績

を詳細に説明することになっているため、幹事会メンバーが事前にパワーポイントに

よる発表資料を作成する。この段階で一年間の活動の自己評価が可能であり、当該年

度の目標に照らしてどの程度達成しているかを評価する。今年度に関しては、年度末

の予算執行が必ずしも予定通りに進まなかったことが反省点としてあげられた。ま

た、外部評価委員会開催後の幹事会においては、３名の委員の評価について議論する

中で、自己評価とのズレやその原因について理解を深め、次年度の活動のあり方を検

討した。とくに、評価委員から受けた「残り２年の研究期間の方針を提示して最終報

告を準備するのがよい」とのアドバイスに対応して、これまで策定してある研究方針

を各研究員が明確に意識することを働きかけるとともに、幹事会がスケジュール管理

を徹底することを申し合わせた。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 

 ３名の委員（学内１名、学外２名）から成る外部評価委員会を設置し、各年度末に

評価員会を開催している。委員会では、センター長および事務局長から当該年度の活

動実績および予算執行状況について説明を行った後、質疑応答を経て、最後に評価書

への記入を求めることにしている。この評価に基づき、幹事会において問題点等を検

討、次年度に向けて必要な修正を行っている。これまで、概ね肯定的な評価を受けて

いるが、平成 26 年度の評価において大学院生(RA)の指導をさらに強力に進める必要

があるとの指摘を受け、研究協力協定を締結している韓国成均館大学の大学院生（社

会心理学専攻）との共同研究実施をサポートした結果、研究成果を来年度国際学会で

発表し、さらに共同研究を企画するなど研究者としての成長を見ることができた。平

成 27 年度末に行われた評価委員会では、大学院生も含め海外との研究交流が充実し

てきたことが高く評価され、今後とも、研究交流に必要な予算を十分に確保すべきと

の指摘を受けた。これを受けて、28,29年度は各研究グループに海外研究者との研究

交流を進めるように促すとともに、国際学会等で積極的に成果を発表する予定であ

る。 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）  逆境         （２）   リジリエンス       （３）   災害          

（４）  被害者        （５）   被災者           （６）   回復            

（７）  成長         （８）   ストレス         

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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事項の検討－』 日本心理学会第 77回大会 2013年 9月 北海道札幌市 

 

66. 三村覚・谷釜了正・川本利恵子・角山剛・西條修光・藤田主一 『体罰を考える』 

日本応用心理学会第 80回記念大会 2013年 9月 東京都世田谷区 

 

67. 谷口尚子 『投票参加に関する実証研究―若者の投票参加を中心として―』 日本

政治学会大会 2013年度研究大会 2013年 9月 北海道札幌市 

 

68. 戸梶亜紀彦 『動機づけ向上のためのシナリオ作成（9）－職場内での評価・承認

の効果に関する内容分析－』 日本認知科学会第 30回大会 2013年 9月 東京都

町田市 

 

69. Horike, K.  “Some influences of the Higashi-Nihon earthquake on the 
inhabitants’ well-being”  The 10th Biennial Conference of Asian Association of 

Social Psychology, Yogyakarta, Indonesia. (August, 2013). 

 

70. Fukuoka, Y.  “Great East Japan Earthquake and Critical Incident Stress of 
Journalists.”  Oral Presentation in the Symposium "Tri-National Symposium 

on 'Disaster and Psychology'" at the 2013 Annual Conference of the Korean 
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Psychological Association, Daejeon, Korea (August, 2013). 

 

71. 堀毛一也 『東日本大震災が主観的 well-beingに与えた影響について』 日本グル

ープ・ダイナミックス学会第 60回大会 2013年 7月 北海道札幌市 

 

72. 戸梶亜紀彦 『社会心理学系大学教育の未来を探る』（ワークショップ：話題提供

者） 日本グループ・ダイナミックス学会第 60回大会 2013年 7月 北海道札幌

市 

 

73. Nishida, K.  “Inducing violent attack by cult psychological manipulation: What 

is ABCD & H?”  Annual International Conference of International Cultic 

Studies Association, Trieste, Italy. (July, 2013). 

 

74. 須田木綿子 『福祉社会学の到達点と課題』 福祉社会学会第 11回大会 2013年

6月 京都府京都市 

 

75. Horike,K.  “Towards the psychology for the sustainable well-being.” The 13th 
International Symposium on the Contributions of Psychology to Peace, 

KualaLumpur, Malaysia (June, 2013). 

 

76. 堀毛一也 『モチベーションはポジティブな人生を築く』 日本社会心理学会第 57

回シンポジウム（指定討論） 2013年 5月 東京都足立区 

 

77. 戸梶亜紀彦 『感動体験を応用したワークモチベーションの効果的向上について』

（公開シンポジウム） 日本社会心理学会第 57回公開シンポジウム（話題提供） 

2013年 5月 東京都足立区 

 

78. 谷口尚子・クリス・ウィンクラー 『国際比較・時系列比較可能な政策コーディン

グ法とその応用』 日本選挙学会 2013年度研究大会 2013年 5月 京都府京都市 

 

79. 福岡欣治 『ジャーナリストにおける惨事ストレス対策 ― 東日本大震災をふまえ

て ― 』 日本トラウマティック・ストレス学会第 12回大会 シンポジウム（話

題提供） 『災害や事件におけるメディアの役割：トラウマ学の視点から考える』 

2013年 5月 東京都豊島区 

 

80. 戸梶亜紀彦 『感謝の対象に関する検討』 日本感情心理学会第 21 回大会 2013

年 5月 宮城県仙台市 

 

81. 堀毛一也・安藤清志・大島 尚・髙橋幸子 社会的逆境からの個人的・社会的回復

資源（1）家庭内不和と介護・看護体験からの回復資源の比較 日本社会心理学会

第 59回大会 2015年 10月 東京女子大学 ＊5 
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82. 髙橋幸子・安藤清志・大島 尚・堀毛一也 社会的逆境からの回復に関する基礎調

査（3）社会的逆境の分類 日本社会心理学会第 59回大会 2015年 10月 東京女

子大学 *６ 

 
 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

ホームページで公開している場合には、URLを記載してください。 

 

＜既に実施しているもの＞ 

1. シンポジウム・学会等  

１） 東洋大学 21世紀ヒューマン・インタラクション・リサーチ・センター（HIRC21），

日仏政治学会共催 シンポジウム  

日時：2016年 2月 16日（火） 16 時～18 時 

場所：東洋大学白山キャンパス 6102教室 

プログラム：『ヨーロッパのレジリエンスー歴史・現在―』 

講演者： 

１．Sylvain Schirmann （ストラスブール大学政治学院） 

２．Jay Rowell （ストラスブール大学・フランス国立科学研究センター） 

討論者：川嶋周一（明治大学） 

http://www.toyo.ac.jp/site/hirc21/91575.html 

 

２） 東洋大学 21世紀ヒューマン・インタラクション・リサーチ・センター（HIRC21）

主催 シンポジウム *12 

日時：2016年 2月 18日（木） 14時～17 時 

場所：東洋大学白山キャンパス 6102教室 

プログラム：『分断から統合へ―ストラスブールとフクシマ』 

講演者： 

１．鈴木 規子（東洋大学社会学部） 

２．Sylvain Schirmann （ストラスブール大学政治学院） 

３．Jay Rowell （ストラスブール大学・フランス国立科学研究センター） 

４．安藤 清志（東洋大学社会学部） 

５．菅野 圭祐（早稲田大学理工学術院） 

司会・討論者：大島 尚（東洋大学社会学部） 

http://www.toyo.ac.jp/site/hirc21/91559.html 

 

３） 日本脱カルト協会＆東洋大学 HIRC21 共催 招待講演 *14 

日時：2015 年 8 月 29日（土）13:00-17:30 

場所：立正大学品川キャンパス 11号館 

プログラム：カルト問題の今後 自由と人権の未来は？ 

・講演者 元信者の抱える問題  岩野孝之  
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・講演者 カルト信者の家族の苦悩  発表者未定 

・講演者 信者および家族へのカウンセリングの展開と課題  平野学 

・講演者 カルト予防対策と市民意識高揚の課題    山口貴士 

・講演者  Ms. Catherine Picard  フランスのカルト対策：発展と課題：基調講

演 

  https://www.toyo.ac.jp/site/hirc21/79611.html 

 

４）翰林大学（韓国）＆東洋大学 HIRC21 第 5 回日韓共同セミナー  

日時：2014年 12月 20日 

場所：東洋大学白山キャンパス 6号館 2階 6202室 

プログラム：  

講演１  13:10～14:00    Rie, Ju-Il  ［李 柱一］（翰林大学）  

   「アクティブエイジングと韓国高齢者の QOL の関係―翰林大学の取り組み」

“Research in Hallym University on the Relationship between Active Ageing and 

Korean Elderly's Quality of Life” 

講演２ 14:00～14:50    Choi,  Hoon［崔  纁］（翰林大学） 

    「アクティブエイジングに向けた社会生活の手段としてのコンピュータゲー

ム」“Computer Games as a Way of a Social Life for Active Ageing” 

講演３   15:30～16:20     桐生正幸  Masayuki Kiriu（東洋大学） 

       「日本の高齢者を取り巻く犯罪事情」“Japanese elderly citizens as victims 

and perpetrators of crimes.” 

講演４ 16:20～17:10     安藤清志／堀毛一也 Kiyoshi Ando / Kazuya Horike（東

洋大学） 

       「東日本大震災高齢避難者のウエルビーイング」“Psychological well-being 

of the aged evacuees in Fukushima” 

 

大学院生ポスター発表 

Hong, Rak-Kyeun (洪  犖均) 

           「注意の瞬きは知覚能力と注意能力いずれの改善によって除去される

か？」“Is removal of attentional blink induced by improvements of perceptual 

capacity or attentional capacity?” 

Lim, Solah (イム ソラ) 

      「プロアクティブな性格とプロテウス的キャリア志向がアクティブエイジ

ングに及ぼす影響」“ Effects of proactive personality and protean career 

orientation on active aging” 

金子迪大 Michihiro Kaneko 

           「 感 情 順 応 ／ 持 続 過 程 の 検 討 」  “Testing affective 

adaptation/lasting process” 

新井田恵美  Emi Niida 

            「人の視線は男をだまらせる？男性の短期配偶と社会的評判の関係」 

          “ Watchful eyes tame men?: The relationship between men's 

short-term mating and social reputation. 
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５）グループダイナミックス学会＆東洋大学 HIRC21 共催 招待講演  

【招待講演１】 第 61 回大会 1 日目(9 月 6日)13:45-15:15 

It Takes Two Hands to Clap: Collectivistic Independence Promotes Group Creativity 

講演者 Hoon-Seok Choi（Sungkyunkwan University, Republic of Korea） 

 

【招待講演２】 第 61 回大会 1 日目(9 月 6日)16:00-17:30 *11 

社会心理学と平和構築：大量虐殺後のルワンダにおける和解と癒しの試み 

講演者 南 昌廣 （ブリティッシュコロンビア大学／PFR-森田平和和解研究所） 

 

【招待講演３】 第 61 回大会 2 日目(9 月 7日）10:00-11:30 

On the Usefulness of Experience-Sampling for the Understanding of Self-control, 

Morality, and Power in Daily Life 

講演者 Wilhelm Hofmann （University of Cologne） 

 

６）グループダイナミックス学会＆東洋大学 HIRC21 共催 日韓若手研究者インタラク

ションプログラム *8 

【特別ワークショップ】 第 61 回大会 2 日目(9 月 7日)13:00-15:00 

個人と集団のダイナミックス 

話題提供者 Hyun Euh（成均館大学） 

話題提供者 Jeong Gil Seo（成均館大学） 

話題提供者 井上裕珠（一橋大学） 

話題提供者 鷹阪龍太（東洋大学） 

 

７）災害救援者の惨事ストレスシンポジウム 

日時：2014年 1月 12 日（日）13:30-16:40 

場所：東洋大学 白山キャンパス 6号館 1階 6101教室（東京都文京区） 

プログラム： 

13:30-15:00 第１部 基調講演 

  「災害救援者・支援者のこころ：東日本大震災後の社会的課題」 

  講演者：重村 淳（防衛医科大学校 精神科学講座） 

15:10-16:40 第２部 科学研究費補助金による助成研究成果発表 消防職員の惨事ス

トレス 

  講演者：松井豊(筑波大学人間系)；研究全体説明 

      兪 善英(筑波大学人間総合科学研究科)；東日本大震災緊急消防援助隊調

査 

      Hyesun Joo（梨花女子大学校社会科学大学心理学科）；韓国消防職員調査 

  指定討論：重村 淳（防衛医科大学校 精神科学講座） 

 

８）第 4回東洋大学 HIRC21＆翰林大学応用心理研究所共同セミナー  

日時：2013 年 12月 14日（土）13:30～18:00 

場所：翰林大学応用心理研究所 
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プログラム： 

 Session 1  

Takashi Kakuyama (Tokyo Future University)  

“ The Activity of Japanese Association of Industrial and Organizational 

Psychology（JAIOP）” 

Akihiko Tokaji (Toyo University)  

   “The interpersonal  Factors  Affecting  the  Motivation  at  Work”  

Yeonwook Kang (Hallym University) 

   “Cognitive Ageing  and  Dementia” 

  Session 2          

Takashi  Ohshima (Toyo University) 

“ Volunteering in Social Dilemmas”  

Hoon Choi (Hallym University)  

“Long-Lasting Elimination of Attentional Blink Through Training”  

Poster presentations & graduate students' interactions   

 (2 posters by Toyo University & 2 posters  by  Hallym University) 

 

 

2. 講演会 

 

１） 

日時：2016年 2月 24日 *13 

講師：黄昭淵（江原大学人文学部） 

テーマ：「近代日本の文学者が経験した逆境、および小説に描かれた逆境―韓国人の立

場から―」 

企画：安藤清志（東洋大学）  

 

２） 

日時：2014年 10 月 10日 

講師：安藤清志 

テーマ：原発被災の心理的影響―浪江町・県内避難住民の方々を対象にしたアンケー

ト調査の結果から 

企画：第４回 浪江町復興まちづくり協議会 

 

３） 

日時：2014年 10 月 10日 

講師：内田由紀子氏（京都大学・准教授） 

テーマ：文化と幸福：ソーシャル・キャピタルとの関連 

企画：堀毛一也 

 

４） 

日時：2014年 2月 22 日 
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講師：安藤清志 

テーマ：災害における「喪失」と社会 ～ill-beingから well-beingへ 

企画：東京未来大学モチベーション研究所第 3 回フォーラム 

 

 

 

 

3. 研究会 

 

１）成均館大学（韓国）＆東洋大学 HIRC21 共同研究会 *9 

日時：2015 年 9 月 25-日 28日 

テーマ：社会的逆境における感情表出と社会低排斥の日韓比較 

企画：安藤清志（東洋大学） 崔訓碩（成均館大学校） 

 

日時：2015 年 5月 22 日-25 日 

テーマ：社会的逆境における感情表出と社会低排斥の日韓比較 

企画：安藤清志（東洋大学） 崔訓碩（成均館大学校） 

 

日時：2016年 3月 13 日-16日 

テーマ：社会的逆境における感情表出と社会低排斥の日韓比較 

企画：安藤清志（東洋大学） 崔訓碩（成均館大学校） 

 

２）東洋大学＆HIRC21 共同研究会 *７ 

日時：2014年 3月 7日-11 日 

テーマ：韓国人における社会的逆境の種類や頻度、精神的回復の程度 

企画：安藤清志（東洋大学） 李柱一（翰林大学） 

 

３）社会行動研究会＆東洋大学 HIRC21 共催 研究会 

【第 175 回】2016年２月 22 日（月）15:30-18:00 

発表者１：竹橋洋毅（東京未来大学） 

タイトル：「困難に挑む心の理学」 

発表者２：小林麻衣（東洋大学） 

タイトル：「自我消耗するとズルしやすいのか？－自我消耗が不正行為に及ぼす 

影響の検討－」 

 

【第 174回】2015 年 12月 26日（土）15:00-17:30 

発表者１：高史明（神奈川大学） 

タイトル：「在日コリアンへのレイシズムとインターネット」 

 発表者２：田戸岡好香 （東京大学） 

タイトル：「専業主夫のイメージの検討：専業主婦およびキャリア男性との比較 

から」 

 



（様式１） 
 

法人番号 131070 

プロジェクト番号 S1391005 

 

【第 173 回】2015 年 10 月 24日（土）16:00ー17:30 

発表者：大久保暢俊（東洋大学人間科学総合研究所） 

タイトル：社会的比較における第三者の影響 

 

【第 172 回】2015 年８月２５日（火）15:00ー17:30 

発表者１：蔵永 瞳（就実短期大学） 

タイトル：感謝されると親切になる？―感謝表出が受け手に及ぼす影響― 

発表者２：田渕 恵（関西学院大学） 

タイトル：「高齢者の知恵の伝授と若者の感謝―制御焦点理論を用 いた実験的検討－ 

 

【第 171 回】 2015 年 6 月 27日（土）16:00ー17:30 

発表者：八城 薫（大妻女子大学） 

タイトル：大学生の余暇活動が well-beingに及ぼす影響 

 

【第 170回】 2015 年 4月 25 日（土）16:30～18:00 

発表者：武田美亜（青山学院女子短期大学） 

タイトル：親子間の透明性錯覚：娘と父母の関係を用いた検討 

 

【第 169回】 2月 21 日（土）15:00-18:00 

「ユニークな名前は増加しているか？日本文化における個性追求と個人主義化」 

発表者 荻原祐二（京都大学） 

「文化の単位と心・文化の相互構成―地域住民の信頼に焦点を当てた社会調査―」 

発表者 福島慎太郎（京都大学） 

 

【第 168回】  12月 12 日（金）15:30-18:00 

「霊長類における行動のプランニングおよび実行の神経メカニズム」 

発表者 中山義久（公益財団法人東京都医学総合研究所 前頭葉機能プロジェクト） 

「他者の感覚、情動を推測するミラーメカニズム」 

発表者 石田裕昭（公益財団法人東京都医学総合研究所 前頭葉機能プロジェクト） 

 

【第 167回】 10 月 25 日（土）15:00-18:00 

「自由意志信念の概念的フレームワーク」 

発表者 渡辺 匠（東京大学） 

「犯罪被害者のための正義：新しい司法制度の効果測定」 

発表者 白岩祐子（東京大学） 

「勢力感が人々の罰や許しの動機づけに与える影響」 

発表者 橋本剛明 先生（東京大学） 

 

【第 166回】 8 月 18日（月）11:00-18:00 

「マルチレベルモデリング講習会」 

発表者 清水裕士（広島大学大学院総合科学研究科 助教） 
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【第 165 回】2014年 8 月 8日（金）15:00-18:00 

「誰かのためにがんばる自分－他者志向性が課題への内発的動機づけに及ぼす影響」 

発表者 村田光二（一橋大学） 

「資源の分割容易性と分配への期待が妬みに及ぼす影響」 

発表者 井上裕珠（一橋大学大学院） 

 

【第 164回】 2014年 6 月 7日(土) 16:00-17:30 

「日本における犯罪心理学の現在と今後」 

発表者 桐生正幸（東洋大学） 

 

【第 163 回】 2014年 4月 26日(土) 16:00-17:30 

「自己高揚と自己卑下：モチベーション維持戦略という視点から」 

発表者 尾崎由佳（東洋大学） 

 

【第 162 回】 2014年 2月 28日（金）16:00-17:30 

「制度としての文化」 

発表者 山岸俊男（東京大学） 

 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

１）31st International Congress of Psychology ＊15 

     July 24-29, 2016 

 

  Invited symposium “Job-Related Stress in Natural Disaster” 

 

 Organizer: Kiyoshi Ando (Toyo University) 

          Kako Inoue (Yokohama National University) 

 Speaker:  Elana Newman (University of Tulsa) 

          Cait McMahon(Dart Centre Asia Pacific) 

          Hiroko Horike (Tohoku Gakuin University) 

          Naoya Takahashi(Rissho University) 

 

２）31st International Congress of Psychology ＊10 

     July 24-29, 2016 

Thematic Symposium Session “Japan-Korea Young Scholar Symposium on Adversity: 

Similarities, Differences, and Synthesis” 

 

Organizer: Ryuta Takawaki(Toyo University) 

Speaker: Joung Soon Ryong (Sungkyunkwan University, Korea) 

       Jeong-Gil Seo(Sungkyunkwan University, Korea) 

       Young-Sun Yuk(Toyo University) 

       Michihiro Kaneko(Toyo University) 
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３）日本パーソナリティ心理学会国際交流委員会，東洋大学 HIRC21 共催シンポジウ

ム 

タイトル：Perosnality and Physical Health （パーソナリティと身体的健康） 

 司会者：堀毛一也（東洋大学） 

 講演者：Dr. Angelina Sutin（フロリダ州立大学） 

 発表者：榊原良太（東京大学大学院），川本哲也（東京大学大学院），西田裕紀子（国

立研究開発法人国立長寿医療研究センター） 

コメンテーター：Dr. Antonio Terracciano 

 

  

 

１４ その他の研究成果等 

「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実

績があれば具体的に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するも

のには＊を付してください。 

 

 

 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

特記事項なし 

 

 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

　

1 23 0 0

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積

㎡

法人番号 131070

共同研

究機関

負担

事業経費

法　人

負　担

私　学

助　成

装 置

設 備

平

成

2

5

年

度

施 設

年度・区分

研究費

プロジェクト番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）

受託

研究等

支出額

設 備

平

成

2

6

年

度

設 備

施 設

装 置

研究費

装 置

施 設

施 設

装 置

研究費

設 備

研究費

総

額

総 計

0

研究室等数 使用者数

平

成

2

7

年

度

研究施設面積

15,853

0

0

0

0

12,600

0

0

10,864

7,690 4,910

4,989

0

8,528 6,791

0

0 0 0 0 0 0

0 0 0

0 00 0

0 0

0

0

15,319

0

0

0

27,082 16,690

0 0

補助金額整備年度

0

0

43,772

43,772

0 0 0 0

0

施　設　の　名　称

27,082 16,690

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

S1391005

補助主体

0

21世紀ヒューマン･イ

ンタラクション･リサー

チ･センター

25 ３２㎡
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（千円）

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

１８　研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）

  平成 年度

書籍代 301 研究関連書籍・資料

25

整備年度

年　　　度

（研究設備）

研究支援推進経費

1,083

会合費

362

教育研究用機器備品

人件費支出

（兼務職員）

旅費交通費

4,900

計

小  科  目

主　な　使　途

2,935

金　　額

1,083

通信運搬費

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑに伴う経費41

27

教育研究経費支出

印刷製本費

（情報処理関係設備）

（　その他　）

報酬・委託料

事業経費 補助金額

計

リサーチ・アシスタント

消　耗　品　費

図　　　　書

258

（研究装置）

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

調査・研究・学会参加、海外研究者招聘

web調査業務委託、通訳・翻訳、講演謝金

41

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

OA用品、複写料等

弁当、お茶、ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ懇親会

支　出　額

研究資料複写、消耗品

研究年報作成

図書資料費

301

資料発送（切手、ﾚﾀｰﾊﾟｯｸ、ヤマト便）

9,907

27

海外旅費・国内旅費

4,900

362

2,935

印刷・製本

業務委託・依頼による支払

郵送、宅配便

計

計

研究補助

1,320

529

1,320

1,177

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

パソコン、プロジェクター

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター

648

529

196 196

研究・センター運営補助

実人数　4人

1,320

教育研究用機器備品費

1,320

積　　算　　内　　訳

196

補助主体

学会参加費

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

時給900円，年間時間数　約217時間

196

9,907

学会参加費 258

1,177

学内２人

学外１人

648研究補助
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  平成 年度

  平成 年度

図書資料費

722 書籍代 722 研究関連書籍・資料

図書資料費

566 書籍代 566 研究関連書籍・資料

1,148 印刷・製本 1,148 研究年報等作成

会合費

155 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑに伴う経費 155 弁当、お茶、ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ懇親会

6,471

業務委託・依頼による支払

6,471 web調査業務委託、通訳・翻訳、講演謝金

通信運搬費

18 郵送、宅配便 18 資料発送（切手、ﾚﾀｰﾊﾟｯｸ、ﾔﾏﾄ便）

印刷製本費

13,360 13,360

旅費交通費

3,849 海外旅費・国内旅費 3,849 調査・研究・学会参加、海外研究者招聘

報酬・委託料

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

563 研究補助等

（　その他　）

156 学会参加費 156 学会参加費

計

実人数　6人

教育研究経費支出

図　　　　書

計 563 563

ポスト・ドクター

1,354 研究補助 1,354

学外1人、外国1人

計 446 446

計

1,484 1,484

学内1人(内外国人1人)、学外1人、外国1人　

年　　　度

27

小  科  目

研究支援推進経費

支　出　額

積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額

3,132 3,132

（兼務職員）

年　　　度

26

小  科  目 支　出　額

積　　算　　内　　訳

ポスト・ドクター

891 研究補助 891

計

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費

997
研究資料複写、消耗品

997 OA用品、複写料等

主　な　使　途 金　　額

563

時給900円，年間時間数約626時間

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

446

教育研究用機器備品費

446 スキャナ

（兼務職員）

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

130 研究補助 130

学内1人（内外国人1人）

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

OA用品、複写料等

会合費

198 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑに伴う経費 198 弁当、お茶、ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ懇親会

消　耗　品　費

687
研究資料複写、消耗品

687

年報・資料発送（切手、ﾚﾀｰﾊﾟｯｸ、ﾔﾏﾄ便）

印刷製本費

367 印刷・製本 367 研究年報等作成

通信運搬費

103 郵送、宅配便 103

旅費交通費

2,778 海外旅費・国内旅費 2,778 調査・研究・学会参加、海外研究者招聘

報酬・委託料

3,064

業務委託・依頼による支払

3,064 web調査業務委託、通訳・翻訳、講演謝金

（　その他　）

95 学会参加費 95 学会参加費,ﾃﾞｰﾀ利用料

計 8,014 8,014

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

1,090 研究補助等 1,090

時給　920円，年間時間数1184時間

実人数14人

教育研究経費支出

計 1,090 1,090

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

学内3人

教育研究用機器備品

3,132 教育研究機器備品費 3,132 光イメージング脳機能測定装置、大判プリンタ

図　　　　書

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

2,192 研究補助 2,192

計

3,083 3,083

学内3人、学外1人

学外1人

研究支援推進経費


